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間
宮
氏
は
は
じ
め
に
、
10

月
４
日
に
行
わ
れ
た
石
破
茂

内
閣
総
理
大
臣
所
信
表
明
演

説
の
一
部
を
紹
介
し
、
新
政

権
の
政
策
の
方
向
性
を
説
明

し
た
。
基
本
的
に
は
岸
田
政

権
の
政
策
の
方
向
性
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
賃
上
げ
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
む
形
で
、
地

方
創
生
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
、
岸
田
前
総
理
は
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
前
面
に

出
し
て
い
た
が
、
石
破
総
理

は
人
口
減
少
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
む
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
と
述
べ
た
。 

　
次
に
、
あ
ら
た
め
て
岸
田

政
権
の
政
策
理
解
を
促
す
た

め
、
同
政
権
の
骨
太
の
方
針

を
紹
介
し
、
「
賃
上
げ
の
促

進
」
「
医
療
・
介
護
な
ど
多

様
な
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ
推
進
」

「
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で

き
る
持
続
可
能
な
経
済
社

会
」
「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
た
経
済
財
政
政
策
の
方

向
性
」
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
説
明

し
た
。

　
そ
の
後
、
政
府
が
毎
月
発

表
す
る
「
月
例
経
済
報
告
」

の
情
報
を
基
に
、
日
本
の
現

在
の
経
済
情
勢
を
読
み
解
い

た
。
政
府
の
発
表
で
は
、
日

本
経
済
の
現
状
は
「
景
気
は

一
部
に
足
踏
み
が
残
る
も
の

の
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
」
と
の
状
況
で
あ
り
、
先

行
き
に
つ
い
て
は
、
「
雇
用

・
所
得
環
境
が
改
善
す
る
も

と
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
が

続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
中
略
）
ま
た
物
価
上
昇
、

中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、

金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の

影
響
に
十
分
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と

紹
介
し
た
上
で
、
企
業
や
賃

金
、
個
人
消
費
な
ど
の
動
向

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
企
業
の
動
向
で
は
、
中
小

企
業
に
お
い
て
は
、
付
加
価

値
と
人
件
費
が
同
程
度
の
伸

び
と
な
り
、
労
働
分
配
率
は

お
お
む
ね
横
ば
い
で
あ
る
と

し
た
一
方
、
大
・
中
堅
企
業

で
は
付
加
価
値
の
伸
び
が
人

件
費
の
伸
び
を
上
回
り
、
労

働
分
配
率
は
緩
や
か
な
低
下

傾
向
で
あ
る
な
ど
と
説
明
し

た
。

　
賃
金
の
動
向
で
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
労
働
者
の
定
期
給
与

は
春
闘
賃
上
げ
の
反
映
が
進

み
、
高
い
伸
び
と
な
っ
て
い

る
と
し
た
。
ま
た
、
最
低
賃

金
は
現
行
制
度
で
最
大
の
引

き
上
げ
幅
と
な
り
、
全
国
加

重
平
均
で
１
０
５
５
円
に
な

っ
て
い
る
と
述
べ
、
10
月
以

降
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金

上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
な
ど
と
報
告
し

た
。

　
個
人
消
費
の
動
向
で
は
、

２
０
２
３
年
に
入
っ
て
以

降
、
名
目
所
得
の
伸
び
が
物

価
上
昇
に
追
い
付
か
ず
力
強

さ
を
欠
い
て
い
た
が
、
実
質

所
得
が
増
加
傾
向
に
転
じ
る

中
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
と
し
、
今
後
も
賃
上

げ
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、

消
費
の
持
ち
直
し
が
期
待
さ

れ
る
な
ど
と
し
た
。

　
次
に
、
現
在
の
人
手
不
足

の
状
況
に
つ
い
て
、
日
本
銀

行
「
全
国
企
業
短
期
経
済
観

測
調
査
」
な
ど
か
ら
作
成
し

た
デ
ー
タ
を
基
に
解
説
し
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
宿
泊
・
飲

食
産
業
等
が
急
速
に
人
材
不

足
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り

明
確
に
な
る
よ
う
、
最
新
の

厚
生
労
働
白
書
の
一
文
を
紹

介
し
、
「
我
が
国
に
お
け
る

人
手
不
足
の
状
況
を
長
期
的

に
整
理
す
る
と
、
１
９
７
０

年
代
前
半
で
は
急
速
な
経
済

成
長
に
よ
る
労
働
力
需
要
の

増
大
が
、
１
９
８
０
年
代
後

半
～
90
年
代
前
半
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
化
の
進
展
と
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
不
足

が
、
２
０
１
０
年
代
以
降
で

は
、
経
済
の
好
転
や
サ
ー
ビ

ス
産
業
化
の
一
層
の
進
展
が

人
手
不
足
に
寄
与
し
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
。
（
中
略
）

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
代
以

降
の
人
手
不
足
局
面
に
お
い

て
は
、
広
範
な
産
業
や
職
業

に
お
い
て
労
働
力
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、

中
小
企
業
か
ら
大
企
業
へ
の

労
働
移
動
が
生
じ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
、
労
働
市

場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
効
率
性
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
ま
た
、
国
際
比
較
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
人

手
不
足
の
深
刻
化
が
賃
金
上

昇
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る

と
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
総

務
省
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー

タ
を
基
に
、
女
性
活
躍
や
高

齢
者
の
就
業
に
関
す
る
問
題

に
も
触
れ
、
女
性
を
取
り
巻

く
賃
金
等
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
30
歳
以
降
に
お
い
て
、

男
性
と
比
較
し
て
女
性
の
標

準
労
働
者
割
合
が
低
下
し
て

い
る
な
ど
と
説
明
し
た
。
一

方
、
高
齢
者
の
就
業
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
３
年
以
降
、

特
に
60
～
69
歳
の
領
域
で
大

き
く
就
業
率
が
上
昇
し
て
い

る
と
し
、
65
歳
以
上
の
就
業

率
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中

で
韓
国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に

次
い
で
高
い
水
準
で
あ
る
と

報
告
し
た
。

　
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、

人
手
不
足
問
題
は
今
後
も
慢

性
的
に
続
く
と
し
た
上
で
、

企
業
は
働
く
場
所
を
必
要
と

し
て
い
る
女
性
や
高
齢
者
、

外
国
人
労
働
者
な
ど
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
採
用
し
た
後
に

能
力
、
条
件
な
ど
で
合
わ
な

い
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
国
の

支
援
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
そ
の
労
働
者
を
雇
用
し

続
け
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て

く
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
今
い
る
人
材
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
人
材

不
足
を
補
え
る
可
能
性
が
あ

り
、
政
府
も
そ
う
し
た
取
り

組
み
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
説
明

し
た
。

　
講
演
終
了
後
、
主
催
者
を

代
表
し
て
富
士
商
會
取
締
役

の
中
江
久
人
氏
が
あ
い
さ
つ

し
た
。
同
氏
は
「
出
生
率
が

下
が
っ
て
い
る
状
況
を
改
善

し
な
け
れ
ば
、
根
本
的
な
人

手
不
足
の
問
題
は
解
決
し
な

い
と
考
え
て
い
る
」
と
持
論

を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
今

後
は
い
か
に
人
を
集
め
る
か

と
い
う
視
点
か
ら
、
今
い
る

人
材
の
活
用
方
法
、
モ
ノ
へ

の
投
資
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
Ｄ

Ｘ
推
進
な
ど
に
目
を
向
け
、

各
企
業
で
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
結
ん

だ
。

女
性
や
高
齢
者
登
用
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
等
が
カ
ギ

間宮氏

中江氏

セミナーには約40人が参加

　
富
士
商
會
（
東
京
都
千
代
田
区
・
中
江
宏
社
長
）
は
10
月
23
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
、
９
回

目
と
な
る
法
人
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
当
日
は
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
秘
書
官
、
中
小
企
業
庁
企
画
課
長
、
内
閣
官

房
内
閣
審
議
官
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
元
官
僚
の
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、
自
治
体
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
一
般
社
団
法
人
日
本
地
方
創
生
協
会
会
長
の
間
宮
淑
夫
氏
が
、
「
新
政
権
の
政
策
の
方
向
と
人
手
不
足
問
題

へ
の
対
応
」
と
題
し
て
講
演
。
国
の
政
策
と
現
在
の
経
済
情
勢
を
紹
介
し
た
上
で
、
人
手
不
足
問
題
と
そ
の
解
決
策
に

つ
い
て
持
論
を
展
開
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
同
社
の
顧
客
ら
約
40
人
が
参
加
し
た
。

富
士
商
會
　

第
９
回
法
人
セ
ミ
ナ
ー

人
手
不
足
問
題
の
現
状
説
明
し
解
決
策
提
案


